
事業所名 アプニスホーム

所在地 神奈川県相模原市中央区

開催日時 2025/4/26 　　　13：00～15：00

開催場所 アプニスホーム　　事務所共用スペース

出席者 入居者

（計6名） 入居者家族

地域関係者、福祉知見、経営知見

アプニスホーム職員 職員２名出席

議題内容・進行 地域連携推進会議の目的説明

出席者紹介

入居者からお預かりする金銭の流れ

入居者の日常生活について

緊急時の取り組み

グループホームと地域連携について

入居者の権利擁護

【推進委員より】 ・各部屋が独立していて一人暮らしの練習に適している。

見学日：令和7年4月12日 ・部屋が整理整頓されていて驚いた。

見学時の感想 ・自立度が高い人が入居している理由が分かった。

・炊事・洗濯・掃除をすべて入居者がやっているのは凄い。

・趣味のものや入居者ごとに個性があって、生活を楽しめている

　のがわかった。

・セキュリティが弱いのが課題だと感じた。

令和７年度 第一回地域連携推進会議 議事録



障害についての説明 ◇　障害種別の説明

及び質問 ・知的障害

・身体障害

・自閉症スペクトラム

・高次脳機能障害

・精神障害

・てんかん

・ADHD

■　質問事項

・利用者が施設内の設備を故意で壊してしまうケースは

　ありましたか？　→今のところございません。

・身体障害の利用者さんもいるのですか？

　→今は知的障害、精神障害の方のみが入居されています。

入居者からお預かり ◇　家賃等

する金銭 　全室同額。家賃補助が市町村から有り。

◇　水光熱費

　完全個室のため、各入居者が使用した分を支払い。

◇　食費

　食事の提供はしていないので、各入居者が支払い管理をしている。

◇　敷金

　入居時に定額を預かる。退去後の清掃費や光熱費の清算に使い、

　過不足を退去後に清算している。

入居者の日常生活 ◇　グループホームの現状報告

の様子及び質問 　・部屋数は7部屋。現在7名が入居中（令和7年3月末現在）

　・完全個室

　・日中活動は、一般就労4名、A型事業所通所1名、B型事業所通所

　　2名。

　・炊事・洗濯・掃除は入居者自身で行い、定期的に職員が部屋を

　　点検し、必要に応じた支援を行っている。



◇　入居者への支援内容

　・自炊のサポート、掃除、洗濯のサポート、金銭管理のサポート

　　緊急時の対応、職場、事業所での困りごと相談等、入居者の

　　状況に応じて必要なサポートを行っている。

　・将来的に一人暮らし（自立）ができるように支援をしている。

　　実際に一昨年グループホームで生活の自信をつけ、就労して

　　いる入居者が一人暮らしを始めた。

◇　関係機関、専門的な支援及び連携等

　・関係機関は、行政、特定相談支援事業所、訪問看護等複数。

■　質問事項

　・水光熱費の支払いはどのように行っていますか？

　　→水光熱費の支払い用紙を入居者の部屋のポストに投函し、

　　　支払い後の領収書をグループホーム職員に渡してもらって

　　　います。

　・グループホーム以外（職場、事業所）の相談はどのように

　　おこなっていますか？

　　→入居者から直接相談があった場合は随時面談をしております。

　　　定期的に面談をしているので、緊急でない場合の相談等は、

　　　この定期面談時に相談を受けています。

　　　時には、通所事業所や職場等に連絡をして連携をすること

　　　もあります。

緊急時に関すること ◇　避難・防災訓練の実施

　・避難訓練・防災訓練を年2回以上実施。

　　全員が集まりやすい休日に開催している。

　・BCP（業務継続計画）に関しては、感染症・自然災害ともに

　　策定済み。感染症に関しては、完全個室のためクラスターは

　　起こりにくい環境だと言えます。



グループホームと ◇　近隣からの苦情

地位連携について 　・過去の事例。夜の21時に洗濯（洗濯機外置きタイプ）を

　　使用した入居者がおり、夜洗濯機を動かすのはやめてほしいと

　　近隣住民から苦情あり。すぐに入居者に伝え、18時以降は

　　洗濯機を回さないというルールを作り、入居者全体にも周知

　　することで改善した。

◇　地域行事について

　・地域行事については、今まで参加はありません。

入居者の権利擁護 ◇　入居者の意思決定について

　・知的障害のある入居者の意思決定については特に配慮が必要と

　考えている。話しやすい雰囲気、面談を通しての関係作りが

　大切だと考えている。

◇　虐待について

　・当グループホームでの虐待の報告はありません。

　過去保護者からの虐待を受けている入居者がいるため、フラッシュ

　バックしないように声掛け等配慮する必要がある。

◇　事故・ヒヤリハット

　・事故報告は今までありません。

　完全個室のため、毎日の定時報告がない入居者は職員が訪問を

　し、安否確認をしている。

入居者からの話 ・初めは家事全般的にとまどったけど、サポートしてもらいながら

　徐々にできるようになってきた。少し自信がついた。

・完全個室なので安心して生活できるし、困ったことがあったら

　相談できるので精神的に安定している。

・職員さんにサポートしてもらって食生活を改善して痩せたので

　嬉しい。

【推進委員より】 ・いろいろなグループホームがあるが、アプニスホームは自立

感想・意見等 　（一人暮らし）に向けた練習ができることを知れてよかった。

・自立度が高いかたにとってはとても良いグループホーム。

・食生活へのサポート、例えば栄養バランスを考えた献立の作り方

　などを充実させてほしい。



今後の課題 ・部屋数が限られているので、入居の希望があっても受け入れられ

　ない状況。

・地域連携推進会議が構成員の負担にならないように配慮して

　行く必要がある。


